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京
以
仰
向
ん
物
価
指
数
及
来
以
小
先
物
価
指
数
は
附
和
二
十
三
年
二
月
修
正
の
新
指
数
に
よ
る
。

賃
銀
統
計
は
総
理
庁
統
計
局
側
に
よ
る
。
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一
、
概
終
戦
以
来
既
に
一
年
五
ヶ
月
を
閲
し
た
が
、
此
の
間
我
闘
は
荒
院
と
混
迷
の
挫
よ
り
脱
却
す

ベ
く
絶
え
ざ
る
努
力
を
試
み
て
来
た
。
殊
に
昨
年
末
よ
り
此
の
努
力
が
一
段
と
強
め
ら
れ
た
と

と
は
否
め
な
い
。
即
ち
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
防
止
の
為
め
の
救
国
貯
蓄
迎
励
の
民
開
、
産
業
、

金
融
阿
而
に
一間
一
る
趨
読
点
主
義
の
強
行
、
労
資
の
協
力
を
法
制
と
せ
る
経
済
復
興
会
総
の
閉
山
川

等
何
れ
も
我
閣
の
持
組
へ
の
湿
し
き
努
力
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
是
都
の
努

力
に
も
拘
ら
ず
日
本
紘
一
併
の
再
辿
は
巡
々
と
し
て
捗
ら
ざ
る
の
み
か
、
財
政
赤
字
に
以
因
す
る

止
め
ど
も
な
さ
通
貨
明
発
は
法
腕
資
材
の
枯
渇
に
伴
う
鮒
小
再
生

-Mの
顕
現
と
相
侠
ち
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
合
愈
々
一
般
化
せ
し
め
て
い
る
。
所
出
一
一
一
月
危
機
説
が
以
の
備
容
認
せ
ら
る
べ
き
も

の
に
非
ざ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
本
月
中
に
於
け
る
経
済
各
部
門
の
状
況
を
分
析
す
る

に
、
耶
態
は
遺
憾
乍
ら
楽
観
を
許
さ
ど
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
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ニ
、

産

業

国
民
経
済
研
究
協
会
の
生
産
指
数
に
よ
れ
ば
、
終
戦
以
来
昨
歌
迄
生
産
は
曲
り
な
り
に
も
月

を
逐
う
て
増
加
し
た
が
、
ピ
ー
ク
た
る
昨
年
九
月
と
雄
志
支
那
事
変
勃
発
前
の
一
一一十
%
に
過

F

ず
、
翌
十
月
よ
り
は
早
く
も
頭
打
状
態
を
呈
し
十
月
三
十
九

%
、
十
一
月
二
十
八
沼
、
十
二
月

二
十
七
%
と
明
か
に
生
産
は
縮
小
過
程
に
転
じ
た
。
本
年
一
月
の
指
数
は
未
発
表
で
あ
る
が
恐

ら
く
十
二
月
の
指
数
を
上
姐
る
事
は
先
づ
あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
斯
か
あ
生
産
停
滞
の

原
因
は
多
々
存
す
る
が
、
そ
の
最
も
器
木
的
な
る
も
の
は
石
炭
並
に
鉄
鋼
の
生
康
不
足
と
ス
ト

ッ
ク
の
枯
渇
に
外
な
ら
ず
、
然
も
石
炭
と
鉄
鋼
と
は
相
互
に
そ
の
生
産
の
最
大
臨
路
を
形
成
し

て
い
る
。
拡
に
於
て
昨
年
末
政
府
は
此
の
悪
循
環
を
打
開
す
る
目
的
を
以
て
本
年
一
月
よ
り
開

始
ナ
る
二
十
一
年
度
第
四
四
半
期
物
資
需
給
計
画
の
作
成
に
当
り
、
石
炭
増
産
の
前
提
と
せ
ら

る
L
鉄
鋼
増
産
を
計
る
為
め
鉄
鋼
に
対
す
る
配
炭
を
増
加
し
鉄
鋼
以
外
の
部
門
に
対
す
る
配
炭

を
思
い
切
り
削
減
す
る
と
共
に
、
之
に
よ
り
増
産
せ
ら
る
べ
き
鉄
鋼
中
の
相
当
部
分
を
石
炭
に

対
し
重
点
的
に
配
当
す
る
事
と
し
た
。
従
っ
て
本
年
一
月
に
於
け
る
石
炭
放
に
鉄
鋼
の
生
産
は

各
方
而
よ
り
注
視
の
的
と
な
っ
て
い
た
が
何
分
肝
心
の
第
四
四
半
期
の
物
資
協
給
計
画
が
一
月

中
に
は
最
終
的
に
決
定
せ
ら
れ
ず
、
且
文
炭
鉱
用
生
産
資
材
と
石
炭
と
を
交
換
す
る
制
度
則
ふり

所
謂
丸
炭
制
度
の
廃
止
が
反
っ
て
災
し
、
石
炭
の
生
産
実
績
は
目
棋
二
百
十
七
万
七
千
ト
ン
に

対
し
二
百
=
一
万
二
千
ト
ン
と
大
幅
の
不
足
を
示
し
、
鉄
鋼
に
対
す
る
配
炭
は
割
当
十
三
万
ト
ン

に
対
し
約
八
十
%
の
遂
行
を
見
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
鉄
鋼
の
生
産
も
多
大
の
影
響
を

譲
り
、
銑
鉄
は
目
標
一
万
四
千
ト
ン
に
対
し
突
縦
-
万
二
千
ト
ソ
、

鋼
材
は
白
紙
=
一
万
五
千
三

百
ト
ン
に
対
し
実
績
二
万
六
千
ト
ン
と
何
れ
も
計
画
を
下
姐
り
、
・此
の
為
め
石
炭
に
対
す
る
鋼

材
出
荷
突
織
は
目
掛
二
万
五
千
ト
ン
に
対
し
七
千
ト
ン
と
僅
か
二
十
八
%
に
止
ま
っ
た
。
斯
く

て
石
炭
、
鉄
鋼
両
者
を
中
核
と
す
る
組
重
点
主
載
は
そ
の
突
施
第
一
歩
に
於
て
早
く
も
雌
朕
を
.

来
さ
ど
る
を
得
な
か

っ
た
が
、
更
に
注
目
を
要
す
る
事
実
は
超
重
点
主
義
実
施
に
伴
い
重
点
外

産
業
部
門
並
に
電
力
、

輸
送
等
非
産
業
部
門
に
対
す
る
配
炭
が
著
し
く
減
少
し
た
る
結
果
、
経

済
各
部
門
に
想
像
以
上
の
混
乱
が
発
生
し
つ
L
あ
る
と
と
で
あ
る
。
今
産
業
部
門
に
一
例
を
と

れ
ば
、
見
返
物
資
の
中
核
た
る
生
糸
の
生
産
の
如
き
十
二
月
中
九
千
二
百
俵
よ
り
本
年
一
月
五

千
八
百
侠
と
相
当
大
幅
の
減
少
を
示
し
た
。
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輸
送

超
重
点
主
義
突
施
の
余
披
を
受
け
電
力
部
門
に
対
す
る
配
炭
は
目
標
三
十
二
万
六
千
ト
ン
に

対
し
実
績
十
四
万
一
千
ト
ン
に
過

F
ず
、
此
の
為
め
電
力
の
消
費
規
整
は
著
し
く
厳
重
と
な
り

一
般
家
庭
に
対
し
て
は
昼
間
隔
日
停
電
が
実
施
さ
れ
た
。
輸
送
部
門
に
対
す
る
配
炭
も
目
標
七

十
二
万
三
千
ト
ン
に
対
し
突
蹴
六
十
二
万
七
千
ト
ン
に
過
ま
ざ
り
し
為
め
、
国
鉄
貨
物
輸
送
実

.~輸

国
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五

月

月

月

月

送送

実青l'

目
、
食

糧

昨
年
に
於
け
る
主
食
の
生
・艇
は
変
を
除
き
相
当
の
班
作
で
あ
り
、
供
出
も
昨
年
末
迄
に
一
千

六
百
万
石
と
計
商
品
に
対
し
五
十
八
%
に
巡
し
た
が
、
木
年
に
入
る
や
生
産
県
の
供
出
不
振
よ

り

一
月
末
迄
に
漸
く
累
計
二
千
万
石
に
述
ぜ
る
極
度
に
て
計
画
監
に
対
し
七
十
ご
%
と
相
当
の

伴
術
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
此
の
現
象
は
季
節
的
関
係
に
よ
る
と
と
も
勿
論
で
あ
る
が
、
特
に

生
産
県
に
於
い
て
供
出
不
振
な
る
理
由
は
現
在
の
米
穀
民
上
側
格
で
は
到
底
農
業
用
資
材
日
用

品
を
充
分
に
購
入
し
得
な
い
関
係
上
供
出
意
慾
が
樹
め
て
低
度
な
る
点
に
存
す
る
。
此
の
如
き

供
出
不
振
に
加
う
る
に
輸
送
の
不
円
滑
よ
り
主
要
消
費
地
に
於
て
は
年
顕
早
々
よ
り
数
日
間
の

遅
配
を
見
、
所
に
よ
り
で
は
最
長
二
週
間
に
及
び
輸
入
小
麦
粉
五
万
五
千
ト
ン
の
放
出
に
よ
り

半
う
じ
て
避
配
の
拡
大
を
防
止
し
お
る
有
縦
で
あ
る
。

食

糧

供

出

主

ヘ
括
弧
内
数
字
は
供
出
制
当
凱
二
千
八
J

/
百
六
万
石
に
対
す
る
遂
行
事
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示
す
」
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二
九
六

績
の
如
き
昨
年
十
二
月
七
百
八
十
万
ト
ン
よ
り
本
年
一
月
七
百
三
十
九
万
ト
ン
に
低
下
し
石

炭
、
食
糧
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
輸
送
は
到
底
実
現
し
稗
な
か
っ
た
。
又
旅
客
輸
送
に
歪
つ
て
は
通

勤
列
車
迄
相
当
本
数
減
少
の
止
む
な
き
に
至
り
通
学
定
期
券
の
効
力
は

一
時
停
止
せ
ら
る
L
等

そ
の
一
般
心
理
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
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回
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九

十

十

二

月

月

月

月

月

玉
、
貿

易

貿
易
の
再
開
に
よ
り
主
要
企
粗
相
花
等
が
相
当
盆
輸
入
せ
ら
れ
、
社
会
秩
序
の
維
持
乃
査
は

生
産
院
路
の
打
開
に
資
し
て
い
る
事
実
は
極
め
て
市
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
本

年
一
月
中
の
突
献
を
見
る
に
輸
入
は
食
粗
二
億
一
千
二
百
万
円
、
柿
花
一
億
λ
百
万
円
、
石
油

類
三
千
八
百
万
円
、
肥
料
四
千
万
円
、
小
計
三
位
九
千
九
百
万
円
、
之
に
対
し
輸
出
は
石
炭
金

属
機
械
一
億
四
千
一
百
万
円
、
繊
維
類
九
千
万
円
、
雑
貨
六
百
万
円
、
化
学
農
水
産
物
八
千
万

円
等
小
計
三
億

一
千
七
百
万
円
、
差
引
八
千
二
百
万
円
の
入
超
を
示
し
た
。
貿
易
再
開
以
来
木
年

一
月
末
迄
の
入
組
累
計
は
約
八
億
円
に
達
す
る
。
而
し
て
再
開
当
初
の
状
況
に
比
較
す
る
と
、

輸
入
に
於
て
食
制
中
必
よ
り
漸
次
柿
花
、
肥
料
等
原
料
品
へ
の
転
検
が
行
わ
れ
、
輸
出
に
於
て

生
糸
其
の
他
の
ス
ト
ッ
ク
中
心
よ
り
僅
か
午
ら
綿
織
物
等
最
近
の
坐
産
品
へ
の
傾
向
が
認
め
ら

れ
始
め
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
然
し
乍
ら
貿
易
資
金
は
そ
の
設
置
以
来
昨
年
十
二
月
末
迄
既

に
十
二
億
円
弱
の
赤
字
な
累
積
し
、
本
年
一
月
中
に
於
て
も
収
入
一
億
八
千
百
万
円
、
支
出
二

倍
二
千
主
百
万
円
と
益
引
四
千
四
百
万
円
の
赤
・
竿
を
示
し
た
。
此
の
如
く
実
体
而
に
於
て
は
入

超
と
な
り
お
る
に
も
拘
ら
ず
貿
易
資
金
の
面
に
於
て
は
港
大
な
る
支
払
超
過
な
恕
起
し
て
い
ゐ

理
由
と
し
て
は
、
輸
出
品
の
w
以
上
側
格
が
輸
入
品
の
払
下
側
格
に
対
し
て
比
較
的
側
出
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
木
来
愉
出
入
品
の
側
絡
に
含
め
る
べ
き
輸
出
入
制
掛
が
何
れ
も
貿
易
資
金
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
愉
入
品
の
宛
却
代
金
の
受
入
が
宛
却
条
件
の
決
定
竹
内
の
他
現
品
引
渡

手
続
等
の
為
め
に
時
期
的
に
常
に
遅
れ
お
る
こ
と
、
突
体
而
に
於
け
る
入
超
の
最
も
大
き
な
項



目
た
る
綿
花
に
就
て
は
委
託
加
工
の
建
前
上
資
金
聞
に
計
上
せ
ら
れ
ず
、
一

方
加
工
貨
の
支
払

額
が
資
金
の
負
担
と
な
っ
て
お
る
と
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
兎
に
角
貿
易
の
現
状
は

実
体
面
に
於
て
は
イ
ン
フ
レ
l
ジ
ョ
ン
抑
制
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
資
金
面
に

内輪内輪差

事詩

出

λ 

lJlJ 

内

訳

六
一
八
五

二 八 一一 三
ーー=ニ ノ、-ーー一- -ーー
四一五七九二八九 O

七

月

ω
本
金
額
は
貿
易
庁
よ
り
月
々
発
表
せ
る
概
算
金
・凶
酬
に
し
て
価
絡
未
・
決
定
分
を
含
ま
ず
。

間

食

糧

中
に
は
組
、
飼
程
、
紛
出
の
化
学
山
崎
水
産
品
中
に
は
木
材
、
紙
類
を
含
む
。

W仇

ハ
出
制
考
)

'" U日

日

(ー}

六
O
六
一

五
四
七
一

71... 

月

関
す
る
限
り
反
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
因
を
な
し
つ
L
あ
る
と
い
う
事
は
尚
に
奇
現
象

と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
二
一
一
一

一
九

O
一
一点。
一

応

-
t
-

阿

V
H
Jノ
』

一一一一
一

一一
一一-
一一
一
一

三
O

一
七
八

十

六七一七二 七一七八六四

二♀一二J斗J.i. 七0三ム主二一」ー

十

月

(
単
位

百
万
円
)

年

産

業}
超胞〉品花類物計類品類械計・

六昭
月和
迄二
l累十

一 五 五二九 I~t一
O丸 一六 七七 九四|保
四一一八 三三八八 五 l 一「

二七
λ

一一一
-
一

一
九
一
五
六八

九
四
七

四
六

二
六
八

(一)

占ハ
一一一

一

五
六
λ

九

月

ート

月

月

一一一

占ハ

二
O

五

昭
和
二
十
二

年

月

二
七
四
-
九
O
八
O

J

ハ

九
九

三
八
一O
八

四

←) 

|ろ 二

月

制I~ 化繊石

入学炭出

席 12 金
油 ・ 貨紘
鉱合水屑合

産機

四
λ
七
一O
O

Ii 一 二

一 九九六七
二九七 七八二

四一
一

一
九
四
七
七

{ー)

一
九
六

一
四

O

単
位

百
万
円
)

引食 寄化ポil石金

学

農

水肥入

{一)

託支収

号| 年

収
支

←) 
超 月
過出入

一昭
年和
五二

六一七 月十
ー一ーー "ノ」、
一

(ー) -ノ2、. 

五六一 月
五九四
一

(→ 七

OO-二一 月

(一) 八

一一 月
七七 O

{→ 九

一 一一
九一二 月一一
二八六

(一) 十

一 一一
八ー ご 月
六 主九

{ー) 十

三七回 一

四五一 月
四回 O

(ー) 十
一

二六回 一
四八 三 月
= 一八

一
{ー)

年一和昭

一
一 一 一
四二入 月十
四ハ二

(斗 合

一 一 一、、、
ー-・4・.，A、.二-ー二チ
一 一九七 割-一一
八五

六
、
財

出

貿

勘

定

文

翻
っ
て
財
政
面
を
窺
う
に
預
金
部
関
係
を
除
き
た
る
対
民
間
収
支
は
一
月
中
収
入
七
十
九
億

.
円
、
支
出
百
六
十
九
億
円
と
差
引
赤
字
九
十
億
円
に
遣
し
昨
年
十
二
月
中
に
比
し
一一
一十
億
円
の

易

資

ノ、
沼Z

政
日

水

銀

行

特

別

経

済

月

報

昭

和

二

十

二

年

月

増
加
を
示
し
た
。
昨
年
四
月
以
降
の
財
政
赤
字
を
総
計
す
れ
ば
突
に
四
百
五
十
六
億
円
の
巨
額

に
達
す
る
。

而
し
て
右
支
出
項
目
中
の
主
要
な
る
も
の
は
、
復
興
金
融
金
庫
等
に
対
す
る
出
資

四
十
二
億
円
、
補
助

A
奨
励
賞
二
十
四
億
同
等
で
あ
る
が
、
復
興
金
融
金
陣
に
対
す
る
政
府
出

三
九
七



日

本

銀

行

特

別

経

済

月

報

資
は
後
述
の
如
く
既
に
日
本
興
業
銀
行
が
複
興
金
融
金
昨
勘
定
を
通
じ
日
本
銀
行
よ
り
借
入
れ

た
る
資
金
の
返
済
に
充
当
せ
ら
れ
る
に
過
ま
な
い
か
ら
、
一

月
中
の
通
貨
膨
張
に
影
響
す
べ
き

財
政
支
出
は
百
二
十
七
億
円
と
な
り
、
又
各
種
の
事
業
特
別
会
計
特
に
帝
国
鉄
道
特
別
会
計
に

財
政
資
金
収
支
状
況

=一九
八

於
け
る
赤
字
が
最
近
激
増
一宮
示
し
つ
L
あ
る
と
と
も
注
意
せ
ら
る
べ
く
、
右
は
鉄
道
運
賃
が
物

価
水
準
に
比
し
相
対
的
低
位
な
る
こ
と
並
に
物
価
騰
貴
に
基
く
事
業
費
支
出
の
増
大
に
起
因
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
e

七

(
日
本
銀
行
国
庫
局
調
「
政
府
資
金
移
動
概
況
」
に
よ
る
も
預
金
部
関
係
資
金
を
除
〈
)

ブL

四、
忠七九
一

円、思七九
一

-一、
交
)。
一

差支収

号|

収

支

←) 
趨
過出入

昭
和
二
十

一
年
四
月

ト)

回一、七一塁一コニム
て
き
」

マ正、
t 
;)~ 
百

ニ、主九一

入
、
丸
山
"
と

ペ
ヨ
八九
一

ニJ
一八九
一

四、
O
A-一

一、七
()四
一

Sド

五

...L. ノ、

月

月

月

月

巴I Cコ、、
3、t剖
耳五 S国
~ ;/'0、-

←i 

(ー)

ト}

帝
国
鉄
道
特
別
会
計
収
支

益支収

号l
l収
ード

コι
←} 
超

過出入

昭
和
二
十

一

一
年
間
月
一一戸

、O
芯
一

五
九
九
一

孟主史 |月

七(一)

直長一三If-J
ト)

i雲三宅|月

2-誌 I-~

J大

五

八

JJ 

(一)

{ー)

融

先
づ

一
月
中
の
財
政
赤
字
九
十
億
円
の
梢
棋
で
あ
る
が
、

日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
の

引
出
に
よ
り
尚
且
不
足
す
る
金
制
は
、
四
十
九
億
三
千
万
円
に
上
る
悶
般
発
行
、
十
五
億
円
に

上
る
大
蔵
省
証
券
の
発
行
超
過
、
十
八
・
結
五
千
万
円
に
上
る
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
に
よ
り
調

達
せ
ら
れ
た
。

右
発
行
間
的
は
全
紙
日
本
銀
行
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
間
十
億
円
は
復
興
金
融

金
陣
に
対
す
る
山
資
の
資
金
合
強
制
仰
す
る
為
め
な
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
文
大
賊
省

杭
券
は
月
中
先
行
制
六
十
五
位
刊
に
て
企
組
問
水
銀
行
引
受
、
之
に
対
し
月
中
位
迎
制
五
十
胞

内
中
十
郎
円
は
預
A
W-m

に
四
十
倍
門
は
日
木
銀
行
に
的
越
せ
ら
れ
た
。

次
に
一
般
事
業
資
金
に
付
考
察
す
る
に
、
各
企
業
株
に
比
占
拠
出
胤
業
税
賃
銀
其
他
ψ
紫
波
支
山

の
増
大
せ
る
に
も
拘
ら
ず
製
品
は
低
位
な
る
公
定
術
特
に
よ
り
販
売
せ
古
る
べ
か
ら
ざ
る
閑
係

上
巨
額
の
赤
字
の
累
加
を
見
つ
L

あ
る
為
め
、
金
融
機
関
の
貸
出
は
此
の
赤
字
補
填
に
充
当
せ

七
、
金

八

閥、一
}ぷ

実
主
六
一
Z
E
一
(ー)

月(→ 

月(→ 

月

一
十

六
回
吾

、閥均
忠一
A
g一

~. 
位

百
万
円
)

十

点、
-一六七一

山、七安一
回
目
九
一

七、九穴
O
一

豆
、
八
山
公
九

五
、
μoz-

J、、ア《せ"、、、
:J.. )、 ;I_~
j、;1. (コ
・ι2 ミ".. 

十

月

十
ご

月

附
和
二
十

=
年
一
月

月

穴、
i

官
抵
九
一

八、
λ
四
一一↑

-一、。今一
一

←) 

ト)

ト)

←) 

(単
位

百
万
円
)

(→ 

三一三三一!と
十

五三li
二H百
年和

五三IF.J~~ 
(→ 

七、凶八四
-

一宍
支
O

一

六
、
一一一
一

百|

(→ 

(一)

ら
れ
る
も
の
が
砂
く
な
い
。
又
企
業
資
産
評
価
基
準
未
決
定
の
為
め
各
企
業
共
未
だ
木
格
的
整

理
を
開
始
す
る
こ
と
な
く
徒
ら
に
過
剰
労
務
者
を
掘
存
す
る
の
み
な
ら
ず
或
は
将
来
の
航
上
り

を
期
待
し
て
資
材
の
賀
淵
を
行
う
も
の
も
見
ら
れ
、
従
っ
て
此
の
制
限
り
に
於
て
命
融
機
関
の
貸

出
は
結
局
賠
喰
資
命
乃
至
は
資
材
賢
淵
資
金
と
な
る
倶
れ
が
多
分
に
存
す
ゐ
。

か
く
て
昨
年
末

以
来
政
府
並
に
日
本
銀
行
に
於
て
は
金
融
機
関
の
貸
出
を
自
由
預
金
増
加
納
の
半
制
に
制
限
す

る
と
共
に
不
急
不
安
能
楽
に
対
し
て
は
貸
出
を
禁
止
す
る
方
針
在
定
め
新
々
そ
の
準
備
を
進
め

る
と
共
に
、
日
本
銀
行
に
附
す
ゐ
剛
山
り
H
十
く
も
市
中
金
融
機
関
に
対
す
る
貸
出
を
純
力
抑
制
せ

る
為
め
、

市
山T
A
W
-
融
機
関
も
貸
出
抑
制
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
八
大
銀
行
新
勘
定
貸
出
の
如
き

一
月
巾
a
地
加
制
二
十

一
億
川
と
昨
年
十
二
月
中
の
五
十
億
円
に
比
し
相
当
の
減
少
な
示
し
た
。

次
に
一
般
命
融
機
附
の

-M資
対
象
た
り
抑
ざ
る
挑
磁
院
議
の
紫
却
資
金
在
中
つ
べ
き
彼
興
命
融

金
即
は
愈
んこ
.
十
五
日
間
十
似
内
の
払
込
資
本
金
を
以
て
業
務
官
附
始
し
た
。
尤
も
昨
年
八
月

以
来
同
金
州
開
設
迄
の
過
渡
的
措
憶
と
し
て
日
木
興
業
銀
行
は
間
企
伴
勘
定
に
よ
り
日
本
銀
行



よ
り
借
入
を
行
い
累
計
四
十

一
億
円
に
達
す
る
貸
出
を
行
い
お
り
た
る
関
係
上
、
今
回
の
払
込

資
本
金
は
結
局
に
於
て
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入
金
返
済
に
充
当
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
尚
今

後
間
金
庫
の
資
本
金
は
百
億
円
迄
追
加
払
込
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
そ
の
職
貸
の
重
大
な

る
に
鑑
み
同
金
障
の
融
資
は
特
に
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
新
規
金
融
の
源
泉
と
も
称
す
べ
き
自
・
由
預
金
の
動
向
を
見
る
に
、
貸
出
の
抑
制
労
々

事
業
会
社
等
の
引
出
乃
至
は
新
規
預
入
忌
避
の
傾
向
相
当
顕
著
と
な
り
、
一
般
的
な
換
物
傾
向

再
封
鎖
懸
念
等
と
相
倹
っ
て
大
々
的
な
救
国
貯
金
運
動
の
進
展
に
も
拘
ら
ず
、
増
加
振
り
は
十

一
一月
に
比
す
れ
ば
相
当
の
停
滞
は
免
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
例
を
八
大
銀
行
勘
定
に
付
見
る

に
昨
年
十
二
月
中
の
増
加
額
二
十
三
億
円
に
対
し
木
年
一
月
中
の
そ
れ
は
十
五
億
円
に
止
ま
つ

前

国
債
発
行
高
、
償
還
高
及
引
受
先
償
還
先
別
内
訳

発
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先
別
内
訳

月月

l忠中|
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五
只o
~O I 

一!日

用六|本
只ギ|銀
581行|受

r、

J}IJ 

訳

先
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発

ヲ|

行

高

金

音R

預〆ー、

八
大
銀
行
自
由
預
金

(
公
金
、
同
業
者
預
金
を
含
ま
ず
)

年

!と~I-

一O
五
四
一

月

月
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て
い
る
。

尚
貸
出
抑
制
に
関
連
し
注
目
す
べ
き
現
象
と
し
て
金
融
機
関
を
経
由
せ
ざ
る
金
融
が
全
国
的

に
普
遍
化
せ
る
事
実
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
貸
手
は
云
う
迄
も
な
く
海
産
物
商
、
間
ブ
ロ

ー

カ
ー
、
料
理
屋
等
の
新
円
所
得
階
級
、
借
手
は
同
じ
く
関
守
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
中
小
土
建
業
者
等

で
、
用
途
は
大
体
関
資
金
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
期
間
が
凹
、
五
日
乃
至
一
ヶ
月
程
度
の
短

期
な
る
こ
と
、
金
利
が
月

-
剖
乃
至
三
割
見
当
の
高
率
な
る
こ
と
等
で
あ
る
。
勿
論
此
の
如
き

高
金
制
の
発
生
は
物
価
脂
質
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
反
面
逆
に
物
価
騰
貴
を
促
進
す
る
危
険
も

る
り
そ
の
動
向
は
軽
々
に
看
過
を
許
さ
れ
な
い
。
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、
通
以
上
状
勢
を
反
映
し
て
日
本
銀
行
券
は
依
然
と
し
て
増
勢
を
改
め
ず
月
末
党
に

一
千
億
円
の

大
関
門
を
突
破
す
る
に
至
っ
た
。
昨
年
十
二
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発
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中
六
十
六
億
円
を
増
加
せ
る
訳
で
あ
る
が
、
増
加
の
原
因
を
分
析
す
る
に
民
間
関
係
は
貸
出
抑

制
の
結
果
十
億
円
見
当
な
る
に
対
し
、
政
府
関
係
五
十
六
・
艇
円
に
達
し
、
明
か
に
財
政
赤
字
が

通
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増
発
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基
本
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原
因
た
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と
と
を
証
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い
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次
に
同
じ
く
日
本
銀
行
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東
京
実
際
物
価
指
数
合
見
る
に
消
政
財
十
三

・
九
%
、
ル
比
・
虻
財

は
十
五

・
七
%
の
各
鵬
貨
を
示
し
て
い
る
。
今
昨
年

一
月
を
起
点
と
し
て
そ
の
後
の
・
変
動
状
況

を
グ
ラ
フ
に
と
り
児
る
に
、
卸
売
小
光
両
指
数
共
二
月
以
降
八
月
抱
一
新
物
倒
休
系
に
純
一き
公
定

柿
絡
の
大
師
引
上
を
見
た
る
結
架
急
激
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
柿
き
た
る
も
八
月
以
降
漸
く
そ
の
上

九
、
物

価

生
産
の
停
滞
乃
主
は
縮
小
に
も
拘
ら
ず
通
貨
噌
先
の
継
統
せ
る
結
娘
、
物
倒
の
勝
貨
は
必
然

的
で
あ
っ
た
。
即
ち
公
定
航
格
に
準
拠
し
作
成
せ
ら
れ
た
る
日
本
銀
行
制
東
京
卸
売
物
価
指
数

並
に
東
京
小
売
物
価
指
数
は
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年
十
二
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に
比
し
各
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・
七
%
及
び
四
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蹄
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を
示
し
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昇
は
緩
慢
と
な
り
た
る
に
対
し
、
実
際
物
価
指
数
は
金
融
非
常
措
置
に
よ
り
人
為
的
に
収
縮
せ

る
通
貨
が
元
に
回
復
す
る
迄
停
滞
を
続
け
た
る
も
十
一

月
以
降
は
急
激
な
上
昇
カ
l

プ
を
描
き

始
め
て
居
り
、
此
の
聞
物
価
殊
に
生
産
財
閥
価
格
の
最
近
の
急
勝
は

一
時
人
為
的
に
抑
圧
せ
ら

れ
て
い
た
通
貨
価
値
下
落
が
本
格
化
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。
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問
物
価
の
勝
賞
は
生
活
の
紗
か
ら
ざ
る
部
分
を
関
市
場
に
依
存
す
る
勤
労
者
の
生
新
苦
を
極

め
て
深
刻
な
る
も
の
た
ら
し
め
る
。
既
に
昨
年
末
以
来
越
冬
資
金
の
給
付
其
他
の
要
求
を
め
ぐ

り
漸
次
激
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
労
働
攻
動
は
全
官
公
庁
労
働
組
合
の
二
月
一
日
ゼ
ネ
ス
ト

決
行
宣
言
に
よ
り
最
高
潮
に
遥
し
た
。
勤
労
者
の
生
活
苦
一
の
実
情
に
思
い
令
寄
せ
る
時
そ
の
要

求
は
必
ず
し
も
絶
対
的
意
味
に
於
て
無
楳
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
要
求
貫
徹
手
段
と
し
て
ゼ

日
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ネ
ス
ト
を
断
行
す
る
こ
と
が
日
本
経
済
の
当
面
す
る
危
機
の
深
刻
さ
を
認
識
す
る
時
到
臨
許
さ

れ
得
ぬ
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
幸
に
し
て
嚇
合
軍
最
高
司
令
官
マ
ツ
カ
1
サ
l

元
帥
の
中
止
命

令
に
よ
り
ゼ
ネ
ス
ト
は
決
行
直
前
中
止
ぜ
ら
れ
た
が
、
勤
労
者
の
最
低
生
活
硲
保
の
要
求
は
今

後
予
組
せ
ら
れ
る
物
価
の
暴
臓
に
つ
れ
て
益
々
強
烈
た
ら
ざ
る
を
得
ず
、
此
の
問
題
は
今
後
な

お
予
断
を
貯
さ

r
る
も
の
を
砂
か
ら
ず
含
ん
で
い
る
。
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